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特定非営利活動法人　大阪自然史センター
（単位：円）

Ⅰ 【経常収益】
１．受取会費

正会員会費
賛助会員会費

２．受取寄附金
友の会事業寄附金

普及教育事業寄附金
その他の寄附金

３．受取助成金等

４．事業収益
友の会事業収益
ミュージアムサービス事業収益
ボランティア事業収益
出版事業収益
調査・研究受託事業収益
普及教育事業収益

施設運営管理事業収益
５．その他収益

雑収益
受取利息
棚卸資産増加益

経常収益合計
Ⅱ 【経常費用】

１．事　業　費
（1）人　件　費

給料手当
臨時雇賃金
福利厚生費

人件費合計
（2）その他経費

諸謝金
旅費交通費
会議費
消耗品費
印刷製本費
光熱水道費
燃料費
修繕費
通信運搬費
保険料
委託料
賃借料
調査研究費
助成金
租税公課
雑費
仕入費
販売手数料
支払報酬料
減価償却費

その他経費合計
事業費合計

自然保護・自然環境保全に関する事業収益

2023年度　活動計算書
2023年1月1日から2023年12月31日まで

科　　　　　目 金　　　　　額

自然保護・自然環境保全に関する事業寄附金
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特定非営利活動法人　大阪自然史センター
（単位：円）

2023年度　活動計算書
2023年1月1日から2023年12月31日まで

科　　　　　目 金　　　　　額
２．管　理　費

（1）人　件　費
給料手当
福利厚生費

人件費合計
（2）その他経費

諸謝金
旅費交通費
消耗品費
印刷製本費
光熱水道費
通信運搬費
保険料
租税公課
負担金支出
中退共掛金
雑費
地代家賃

その他経費合計
管理費合計

3．その他支出
雑損失

経常費用合計
当期経常増減額
税引前当期正味財産増減額
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額
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１．重要な会計方針
財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）による。

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は原価法による。

（2）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却する。

（3）消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式による。

２．事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通り。

（単位：円）

①友の会事業
②ミュージアム
サービス事業

③ボランティア
事業

④出版事業
⑤調査・研究受

託事業
⑥普及教育事業

⑦自然保護・自然
環境保全に関する

事業

⑧施設運営管理
事業

①～⑧事業部門合
計

⑨管理部門 合計

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績
Ⅰ 【経常収益】

１．受取会費
２．受取寄附金
３．受取助成金等
４．事業収益
５．その他収益
経常収益合計

Ⅱ 【経常費用】
１．人件費

給料手当
臨時雇賃金
福利厚生費

人件費合計
２．その他経費

諸謝金
旅費交通費
会議費
消耗品費
印刷製本費
光熱水道費
燃料費
修繕費
通信運搬費
保険料
委託料
賃借料
調査研究費
助成金
租税公課
負担金支出
中退共掛金
雑費
仕入費
販売手数料
支払報酬料
減価償却費
地代家賃
その他支出

その他経費合計
経常費用合計

３．使途等が制約された寄附等の内訳
使途等が制約された寄附等の内訳は以下の通りです。
当法人の正味財産は80,267,372円ですが、そのうち8,906,462円は、自然保護・自然環境保全に関する事業に使用される財産です。
したがって、使途が制約されていない正味財産は、71,360,910円です。

（単位：円）

内　　容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

友の会事業

自然保護・自然環境保全に関する事業

普及教育事業

合　　計

認定特定非営利活動法人　大阪自然史センター
2023年度　財務諸表の注記

科　　　　　目

当期経常増減額合計


